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ぼくたちにも作れるかな

水緑文化 手づくりで楽しむこま回し

特別編「子どものあそびーいま・むかしー

」

自
分
で
こ
ま
を
作
り
、回
し
て
み
る
。

マ
ッ
チ
棒
の
軸
に
厚
紙
を
巻
き
つ
け
る

だ
け
で
す
か
ら
、
簡
単
そ
う
で
す
が
、

よ
く
回
る
こ
ま
を
作
る
の
は
、
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。

文
化
ホ
ー
ル
特
別
展
「
子
ど
も
の
あ

そ
び
I

い
ま
・
む
か
し
」
の
、
実
演

コ
ー
ナ
ー
で
、
子
供
た
ち
が
、
そ
ん
な

こ
ま
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。重

心
や
、
バ
ラ
ン
ス
ガ
ほ
ん
の
少
し

ず
れ
て
も
、
こ
ま
は
う
ま
く
回
り
ま
せ

ん
。
子
供
た
ち
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
仕
上
げ
に
は
色
を
着
け
ま
す
が
、

回
し
て
み
る
と
、
思
つ
て
も
み
な
か
つ

た
色
が
現
わ
れ
た
り
し
て
、
意
外
な
発

見
も
楽
し
め
ま
す
。

子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
遊
び
も
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

が
、
昔
の
手
作
り
の
素
朴
な
遊
び
の
中

に
、
子
供
た
ち
は
何
か
を
発
見
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
見
つ
め
る
目
が
輝
い
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

※
同
特
別
展
は
3
月
2
1日
日
ま
で
、
文

化
ホ
ー
ル
(
S
6
7
-
7
8
1
0
番
)

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

会場では、こま回し名人の実演も行われました

市役所の土曜閉庁市役所は、一部の施設を除き、毎週土曜日閉庁します。市立病院外来も、毎週土曜日は休みます。



テレトピア指定記念シンポジウム

21世紀の情報化都市をめざして

2
月
2
4日
市
民
劇
場
で
開
催

高
度
情
報
化

社
会
の

到
来
と

と
も
に
、
社
会
生
活
に

役
立
つ

さ
ま

ざ
ま
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク
が
つ
く
ら
れ
、
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て

情
報
化
都
市
ま
つ
ど

を
め

ざ
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

9
月
に
郵
政
省
の
「
テ
レ
ト
ピ

ア
モ

デ
ル

都
市
」
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。

市
の
テ
レ
ト
ピ
ア
計
画
で
は
、

さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を

つ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
快

適
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で

き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し

て

、
地
域
情
報
化
社
会
の

基
盤

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

こ

の

度
の

モ

デ
ル

都

市
指

定
を
記
念
し
て

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
2
1世
紀
の

情
報
化
都
市
を

め

ざ
し
て
=

夢
と

未
来
に

輝
く

情
報
空
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
=
」

を

開
催
し

ま
す
。

こ

の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加

し
て
、
情
報
化

都
市
ま
つ

ど
の

姿
を
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

日
時
…
2

月
%一
日
困
午
後
1

時
3
0分
～
4

時

会
場
…
市
民
劇
場

費
用
・
:無
料

熈
企
画
課
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
推

進
室

(1)オープンセレモニー

(2)基調講演 「地域情報化と地域振興」

郵政省通信政策局 地域通信振興課

テレトピア推進室長望月達史

(3)プレゼンテーション「松戸市のテレトピア計画」

松戸市企画部長 鈴木 克洋

(∠l)パネルディ スカッション 「21世紀の情報化都市をめざして

= 夢と 未来に輝く 情報空間ネット ワーク= 」

パネラー

明治大学政治経済学部教授 喜 多 登

郵 政省関東電気通信監理局電気通信部長 久保田 誠 之

㈱婦人生活社出版部次長 ・作家 柴 田 亮 子

松戸ケーブ ルテレビ ㈱事業 統轄本部長 雨 宮 勇 造

松戸市企画部長 鈴 木 克 洋

コーディネーター

(財)電気通信高度化協会業務部長 荒 川 雄 彦( 敬称略)

あなたの声を生かします
平成５年度市政モニター募集

市
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
は

、
広

く
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
そ
の

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

、
市
政

の
合
理
的
な
運
営
を
図
っ
て
い

く
た
め
の

も
の
で

す
。
あ
な
た

の
声
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

内
容
・
:市
政
へ
の

意
見
提
出

の
ほ
か
、
会
議
(
研
修
会
)
・
市

内
公
共
施
設
の
見
学
・
市
議
会

の
傍
聴
な
ど

対
象
…
①
市
内
に
引
き

続
き

一

年
以

上

居

住

し

、

住
民

基

本

台

帳

等
に

登

載

さ

れ
て

い

る

二

十

歳
以

上

の

人

②

国
お

よ

び

地

方

公

共
団

体

等

の

職

員
で

な

い

人

③

市
に

関

係

す

る

役
職

の

委

嘱

を

受

け

て

い

な

い

人

④

市

で

、
ほ

か

の

制

度
の

モ

ニ

タ

ー

に

就

任
し

て

い

な
い

人

汰

平

日

に

開

催

さ

れ

る

会

議

(
研

修
会
)
な

ど
に

、
出

席

が

可

能
な

人

定

員
・
:
二

十

人

謝
礼
:
薄
謝

任

期
・
:
4
月
1

日

か

ら

一

年

間匣
3
月
5
日
廊
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

市
政

に

つ
い

て

の

簡

単

な

意

見

、
ま

た

は
モ

ニ

タ

ー
に

応

募
し

た

動

機

と

、

住

所
・

氏

名

(
フ

リ

ガ
ナ
)
・

年

齢
・
職

業

・

電
話

番
号
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1松

戸

市

根
本

三

八

七
-

五

松

戸

市

役

所

市
民

相

談

室
へ

戸定邸を見学するモニターの皆さん

学校でもコンピューターを 活用した授業などの取り 組みが始まっ ています。

(馬橋小学校でのコンピュ ーター教育公開授業から)

小
学
校
一
～
三
年
生
か
対
象
で
す

留
守
家
庭
児
童
会
(
学
童
保
育
所
)

留
守
家
庭
児
童
会
で
は
、
小

学
校
一
～
三
年
生
の
児
童
で
、

両
親
が
働
い
て
い
る
な
ど
、
学
校

か
ら
帰
っ
て
も
家
に
だ
れ
も
い

な
い
子
ど
も
を
お
預
り
し
、
保

育
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
左
表
の
三

十
ヵ
所
の
留
守
家
庭
児
童
会
が

あ
り
ま
す
。

蠢
こ
ど
も
課

留守家庭児童会( 学童保育所) 一覧表

留守家庭児童会名 電 話 所 在 地 定員

★栗 ケ 沢 44-4472 小金原7-16 各

40
人★小 金 41-0406 小金355

稔 台 62-4857 稔台99 各

60
人常 盤 平 87-2670 常盤平4-11-16

上本郷 65-3276 上本郷2-3610

各

40

人

小 金 原 45-0401 小金原9-16-1

根木内 45-0454 小金原3-13-4

馬 橋 44-9681 西馬橋相川町143

胡 録 台 65-9200 松戸新田158-1

高 塚 91-4758 高塚新田500-8

★古 ケ 崎 旭 61-1842 古ケ崎4-3620-1

★牧 の 原 84-4553 牧の原∠135-1

上本郷第二 68-8162 上本郷1-3233

た ん ぽ ぽ 67-7232 三矢小台4-19-1

新 松 戸 44-9796 新松戸 ∠l-247

小 金 北 44-9735 大金平3-135

八 柱 92-5420 日暮249-1

大橋あり のみ 91-2617 二十世紀が丘丸山町86

五香六実ひまわり 84-0206 六高台2-18

新松戸あ かしあ 44-2141 新松戸7-3 乃

相 模 台 62-8604 松戸2284-1

★松 飛 台 87-6979 初富飛地3

ハ ケ 崎 45-9322 ハケ崎524

横 須 賀 45-6164 横須賀545-1

ニ ツ 木 41-8423 ニツ木1270-1

★南部なかよし 65-1771 小山148

常盤平風の子 88-7724 常盤平西窪町8-26

古ケ崎南 63-4110 古ケ崎167

★高 木 89-5656 金ケ作120

ひまわり 第二 85-5670 五香六 実197

★印の学童保育所は学校内に設置されています。

3
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
5

年
松
戸
市
議
会
3
月

定
例
会
は
、
3

月
4
日
困
か
ら

2
9日
㈲
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で

す
。

請
願
・
陳
情
は
、
3
月
1
日

側
午
後
5
時
ま
で
に

提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
す
る
際
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

市
議
会
事
務
局
議
事
課

2
9目

2
5困

2
4團

2
3㈲

2
2回

扣
困

1
7伽

1
6㈲

1
5側

1
1困

9
固

5
愬

3
/
4
困

期

日

本

会

議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本

会

議

常
任
委
員
会

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案
等
の
議
決

平
成
5
年
度
各
会
計

予
算
議
案
審
査

議
案
等
の
審
査

一
般
質
問

補
正
予
算
議
案
議
決

補
正
予
算
議
案
審
査

施
政
方
針
・
議
案
説
明

主

な

内

容

3
月
1
4日
襾

は
千
葉
県
知
事
選
挙

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
よ
う

投
票

日

時
・
:
3
月
1
4
日

㈲

午

前
7

時

～

午

後
6

時

投
票
で
き
る
人
・
:
昭
和
4
8
年

3
月
1
5
日

ま
で

に

生

ま

れ

、
平

成
4

鋩
1
1
1
1

一
月
2
1
日

ま

で
に

転
入

届
け

出

を

し

、
引

き

続

き

本

市

に

居
住

し
て

い

る
人

県
内

か

ら

転
入

し

た
人

の

投

票
・
:
平
成
4
年
1
1
月
2
2
日
以

降

、
県

内

市
区

町

村

よ

り

本
市

へ

転
入

届
け

出
を
し

た
人
で
、
前

住

所
地
で

選

挙
人

名

簿
に

登
録

の

あ

る

人

は

、
本

市

で

発

行
す

る

「
居

住

証
明

書
」

を

前

住
所

地

の

投

票

所
で

提
示

す

れ

ば
、

投

票

で

き

ま
す

。

※
県
内
の
異
動
は
、
一
回
に
限

り

ま

す

。

不

在

者

投

票

投
票
当
日

、
会
社
の

出
張
、

出
産
予
定
、
旅
行
な
ど
で
投
票

で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で

き
ま
す

。

期
間
・
:
2
月
2
2日
㈲
～
3

月

1
3日
出
(
土
・
日
曜
日
も
で
き

ま
す
)

時
間
・
:午
前
8

時
3
0分
～
午

後
5

時
場
所
・
:市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
(
支
所
で

は
で
き
ま
せ

ん
)持

参
す

る
も
の
…
投
票
所
整

理
券
、
認
め
印

題
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局



ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
訪
問
入
浴
介
護
の

派
遣
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
す

市
で
は
、
お
年
寄
り
の
方
で
、

在
宅
の
寝
た
き
り
の
人
、
独
り

暮
ら
し
の
人
、
障
害
の
た
め
日

常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
人
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
(
家
庭
奉
仕
員
)
を
派
遣

し
、
洗
濯
、
掃
除
、
身
体
介
護

な
ど
の
日
常
生
活
の
お
世
話
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
浴
が
困
難
な
人
の

た
め
、
移
動
入
浴
車
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
派
遣
手
数
料

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
せ
わ
課
庶
務
係

派 遣 対 象 区 分
金 額

(1 時間当たり)

A 階層 生活保護法による被保護世帯

無 料

B 階層
生計中心者の前年所得税が非課税で

ある世帯

Ｃ階層
生計中心者の前年所得税が

10,000円以下の世帯
250円

D 階層
生計中心者の前年所得税が

10,001円以上30,0(〕O円以下の世帯
400円

E 階層
生計中心者の前年所得税が

30,001円以上80,000円以下の世帯
650円

F階層
生計中心者の前年所得税が

80.001円以上140,000円以下の世帯
80(〕円

G 階層
生計中心者の前年所得税が

140,001円以上の世帯
860円

市政見学会

グループでご参加ください

市
政
見
学
会
は
、
毎
週

水
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
校
・

職
場
・
サ
ー
ク
ル
・
地
域
な
ど

の

グ
ル

ー
プ
で

、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
・
:毎
週
水
曜
日
午
前
9

時
3
0分
~

午
後
3
時
3
0分

対
象
…
市
内
の

各
種
団
体

定
員
・
:二
十
人

受
け
付
け
・
:参
加
希
望
の
月

の
三
ヵ
月
前
一
ヵ
月
間
。
な
お
、

4
・
5
月
分
に
つ
い
て
は
現
在

受
け
付
け
中
で

す
。

匣

電
話
で
広
報
課
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
実
施
日
二
週
間

前
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

見学コース

市 役 所

公設地方卸売市場

消防訓練センター

クリーンセンター戸定が丘歴史公園

市長の窓
松
戸
市
で

は
、
か
ね
て

か

ら
小
金
原
に
職
業
訓
練
施
設

を
持
ち
、
左
官
や
大
工
さ
ん

の
養
成
に
当
た
っ
て
い
ま
し

た
。そ

の
中
に
は
、
大
変
技
能

が
優
秀
で

、
技
能
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
、
入
賞
し
た

方
も
い

ま
す
。

し
か
し

、
そ
の
建
物
は
小

金

原

団
地

を

造
成
し

た

住

宅
・
都
市
整
備
公
団
の

プ
レ

ハ
ブ
の
仮
事
務
所
を
転
用
し

た
も
の
で

、
今
で

は
老
朽
化

が
進
み
、
建
て
替
え
の
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
面
、
近
年
目
覚
ま
し
い

技
術
革
新
、
産
業
構
造
の

変

化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
が
変

動
す
る
中
、
生
涯
職
業
訓
練

体
制
の
整
備
充
実
が
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
設
備
の
整
っ
た

近
代
的
な
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
の
建
設
が
、
焦
眉
(
し
ょ

う
び
)
の
急
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

幸
い

な
こ
と
に
一
昨
年
、

地
元
出
身
の
国
会
議
員
の
先

生
の
ご
紹
介
も
あ
り
、
労
働

省
の
外
郭
団

体
で
あ
る
雇
用

促
進
事
業
団
が
、
地
域
職
業

訓
練
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
市
と
商
工
会
議
所
が
一

緒
に
な
っ
て
、
そ
の
予
算
を

松
戸
市
に
ま
わ
し
て
く
れ
る

よ
う
労
働
省
に
陳
情
い
た
し

ま
し
た
。
お
陰
様
で
我
々
の

願
い
は
認
め
ら

れ
、
事
業
団

の
平
成
3

年
度
事
業
と
し
て

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
地
は
、
松
戸
市
に
お

い
て
提
供
す
る
こ
と
が
条
件

で

、
市
は
小
金
原
の
下
水
道

の
終
末
処
理
場
の
用
地
を
、

そ
れ
に
充
て
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

小
金
原
地
区
の
下
水
道

は
、
平
成
2
年
に
江
戸
川
左

岸
流
域
下
水
道
に
接
続
さ
れ

た
た
め
、
処
理
場
の
必
要
が

な
く
な
り
、
そ
の
敷
地
を
他

の
用
途
に
転
用
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

敷
地
面
積
は
、
三
二
一
五

平
方
㍍
、
建
物
面
積
は
I
〇

二
九
・
五
六
平
方
㍍
二
階

建
て
で

、
一
階
は
O
A

教
室
、

普
通
教
室

、
実
習
棟
が
、
二

階
に

は
多
目
的
ホ
ー
ル

ヘ
通

常
は
三
教
室
に
分
離
)

が
あ

り
、
事
業
団
が
事
業
団
の

資

金
で

建
設
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
の
管
理
運
営
は
、

職
業
訓
練
法
人
松
戸
共
同
職

業
訓

練

協

会

が
行

い

ま

す

が
、
商
工
会
議
所
は
、
主
要

職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、・
運

営
に
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
他
市
に

例
を
見
な
い

特
色
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

訓
練
内
容
は
、
左
官
・
建

築
・
理
容
・

簿
記
な
ど
の
ほ

か
各
種
の

講
座
や
技
能
教
室

も
開
か
れ
、
も
ち
ろ
ん
企
業

の
社
内
研

修
に
も
開
放
さ
れ

ま
す
。

運
営
費
は

事
業
主
や
各
種

団
体
の
会
費
、
使
用
料
な
ど

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
ま
す
が
、

当
初
は
、
商
工
会
議
所
や
市

の
助
成
金
も
交
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
市
に
設
置
す

る
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は

、

千
葉
県
下
で
は
松
戸
市
が
初

め
て
で

す
。
訓
練
セ
ン

タ
ー

の
開
所
式
は

来
る
4

月
9
日

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

企
業
の
発
展
に
も
、
個
々
の

技
能
の
習
得
に
も
、
大
い
に

役
立
つ

も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
開
設

宮
間
満
寿
雄

開所が待たれる 職業訓練センター

あ
な
た
の
健
康

お
年
寄
り
の
不
眠

お
年
寄
り
は
寝
付
き
が
悪
い
と

か
夜
中
に

何
回
も
目
を
覚
ま
す
と

か
、
一
日
の
睡
眠
の
リ

ズ
ム
を
見

て
み
る
と
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん

は

、
三
～
四

時
間
眠
っ
て

お
な
か

が
す
い
た
り
、
お
む
つ

が
ぬ
れ
た

り
す
る
と
目
を
覚
ま
し
、
満
足
す

る
と
ま
た
眠
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

で

、
一
日
中
ほ
と
ん
ど
眠
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

と
こ

ろ
が
一
歳
く
ら
い
に

な
る

と

、
睡
眠
が
だ
ん
だ
ん
夜
に
集
ま

っ
て
き
ま
す
が
、
昼
間
に
多
少
睡

眠
の
リ
ズ
ム
が
残
っ
て
い
る
の
で

昼
寝
を
す
る
わ
け
で
す

。
お
年
寄

り
に

な

る
と

割
合

早
く

床
に

つ

き
、
眠
り
が
少
し

浅
く

、
早
く
目

が
覚
め

、
そ
の
た
め
、
ち
ょ
く
ち

ょ
く

昼

寝
を

す
る

と
い

う
こ

と

で
、
一
日
に
何
回
も
眠
る
よ
う
な
、

一
歳
児
く
ら
い
の
パ
タ
ー
ン
に
戻

る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
日
に

何
回
も
眠

る
タ
イ

プ
の
睡
眠
は
多
相
性
睡
眠

と
呼
び
、
こ

れ
に
対
し

、
成
人
の

よ
う
に
昼
間
目
を
覚
ま
し
夜
眠
る

と
い

う
、
一
日
一
回
の

睡
眠
を
単

相
性
睡
眠
と
言
い
ま
す
。

最
近
の
脳
生
理
学
の

進
歩
に
よ

り
、
脳
波
を
調
べ
る
こ

と
で
睡
眠

の
深
さ
を
自
動
的
に
測
る
こ
と
が

で

き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。

睡
眠
に

は
普

通
の
眠
り
、
す
な

わ
ち
深
い
「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」
と
、

夢
を
見
て
い

る
浅
い
「
レ
ム
睡
眠
」

の
二
種
類
の
眠
り
か
ら
で
き
て
い

る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ン
レ

ム
睡
眠
の
と
き
は

、
夢

を
見
な
い
で

熟
睡
し
て

い
る
と
い

う
こ

と
に
な
り

ま
す
が
、
寝
付
い

て
最
初
は
非
常
に
深
く
眠
っ
て
い

て
、
一
時
間
く
ら
い
た
つ

と
レ
ム

睡
眠
が
起
こ
り

、
ま
た
ち
ょ
っ
と

た
つ
と
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
に
移
行
し

ま
す
。

レ
ム
睡
眠
は
約
一
時
間
半
の
周

期
で

規
則
的
に
現
れ
ま
す
の
で
、

ノ
ン
レ
ム
と
レ
ム
を
朝
ま
で
繰
り

返
す
わ
け
で
す
。

お
年
寄
り
の
場
合
は
こ

う
い
う

リ
ズ
ム
は
同
じ
で
す
が
、
寝
つ
く

ま
で
の
時
間
が
若
い
人
に
比
べ
少

し
長
く
、
ま
た
深
い
眠
り
が
少
な

く
な
っ
て

時
々
目
を
覚
ま
す
と
い

う
特
徴
が
あ
り

、
脳
の
機
能
が
低

下
し
、
深
い

眠
り

が
作
れ
な
く
な

る
の
が
一
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お

年

寄

り

の

不

眠

の

原

因

①
睡
眠
の
リ

ズ
ム
の
乱
れ
I

多

相
性

睡

眠

②
体
の

病

気
-

心

臓
、
呼
吸
器
系
の

病
気
、
腰
痛
、

関
節
炎
、
か
ゆ
み

、
高
血
圧
、
睡

眠
時
の
無
呼
吸
、
脳
動
脈
硬
化
な

ど

③
心
の
病
気
-

鬱
病

④
環

境
-

同
室
人
の
い

び
き

、
周
囲
の

騒
音
な
ど
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

が
不
眠
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

安

眠

の

方

法

昼
間
体
を
動
か
し

た
り
頭
を
使

っ
た
り
し
て
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を

す
れ
ば
、
夜
は
良
く
眠
れ
ま
す
。

ま
た
お
年
寄
り
は
、
疲
れ
て
早

く
床
に
入
っ
て

し
ま
い

が
ち
で
す

が
、
な
る
べ
く
夜
遅
く
ま
で
起
き

て
い
て
、
家
族
の
人
と
同
じ
よ
う

な
時
刻
に
床
に
入
る
よ

う
に
し
た

り
、
尿
が
近
い
場
合
は
、
夜
は
な

る
べ
く
水
分
を
控
え
る
こ
と
も
大

事
で
す
。
ま
た
睡
眠
剤
を
使
う
場

合
は
、
医

師
の
指
導
を
受
け

、
ご

く
少
量
使
う
と
良
い
で
し

ょ
う
。

神
経
質
に
な
ら
ず
に

、
ゆ
っ
た

り
し
た
気
持
ち
で
生
活
し
て
い
く

こ

と
も
大
切
で
す
。

(
松
戸
市
医
師
会
)



人生80年時代が到来
男性の平均寿命76歳、女性は81歳。

日本は世界一の長寿国です。

老後を豊かで健康に過ごすことは、みんなの

願い。高齢化社会の中で「豊かな老後」を支

える制度が、国民年金制度です。

すべての国民を年金支給の対象としている基

礎年金では、支払われる年金額の3 分の1 は

国庫が負担しています。

また、年金額は物価にスライドするため、イ

ンフレにも強い制度です。

年金制度の主な概略について説明します。

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
国
民
年
金
制
度

今 は人 の ため でも、 い つ

か は自 分の ため になり ま す。

若い 人 たちも 、 ぜひ 加入 し

てく ださ い 。 国
民
年
金
の

被
保
険
者
は
三
種
類

日
本
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
は
、
必

ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の

被
保
険
者
は

第
一
号
被
保
険
者
…
自
営
業

者
や
農
業
を
営
ん
で
い
る
人
な

ど
で
、
二
十
歳
以
上
の
人

第
二
号
被
保
険
者
:
庫

生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人

第
三
号
被
保
険
者
・
:厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
三
種
類
で
、
保
険
料
の
納
め

方
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。第

一
号
被
保
険
者
…
金
融
機

関
の

窓
ロ

ー
ロ
座
振
替
に
よ
り

個
人
的
に
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

第
二
・
第
三
号
被
保
険
者
…

厚
生
年
金
保
険
料
・
共
済
組
合

長
期
掛
け
金
と
し
て
、給
料
か
ら

引
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が

ま
と
め
て

保
険
料
を
納
め
て
い

ま
す
(

第
三

号
被
保
険
者
は

個

人

的
な

負

担
は

あ
り

ま
せ

ん

が
、
届
け
出
が
必
要
で

す
)
。

基

礎
年

金

とそ
の

ほ

か
の
年

金

老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
を
二
十
五

年
以
上
納

め
た
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

必
要
な
期
間
・
:
次
に
あ
げ
る

期
間
を
合
算
し
て

、
二
十
五
年

に
な
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
保
険
料
を
納
め
た
期
間

○
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

○
厚
生
年
金

・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
た
期
間

○
昭
和
3
6年
4
月
か
ら

6
1年
3

月
ま
で
の
間

で

、
配

偶
者
が
厚

生
年
金
・
共
済

組
合
に
加
入
し

て
い
た
が
、
任
意
加
入

を
し
な
か
っ
た
期
間
(

カ
ラ

期
間
)

老
齢
年
金
の
年
金
額
(
年
額
)

・
:満
額
は
七
十
二
万
五
千
三
百

円
で
、
納
付
期
間
に
よ
っ
て
計

算
さ
れ
ま
す
（
下
の
算
式
参
照
)
。

障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日

の
あ
る
傷
病
を
原
因
と
し
て
、

国
民
年
金
法
で
決
め
ら
れ
た
障

害
程
度
に
該
当
し
た
場
合
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
要
件

○
障
害
の
原
因
と
な
る
傷
病
の

初
診
日
に
お
い
て
、
年
金
加

入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
の

未
納
期
間
が
三
分
の
一
を
超

え
て
い
な
い
こ
と
(
平
成
8

年
3
月
3
1日
前
の
場
合
は
、

初
診
日
前
一
年
間
未
納
が
な

い
こ
と
)

※
二
十
歳
前
の
傷
病
を
原
因
と

す
る
場
合
は
、
前
項
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
の
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
額
(年
額
)

一
級
・
:九
十
万
六
千
六
百
円

二
級
…
七
十
二
万
五
千
三
百
円

遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
の
死

亡
、
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
を
満
た
し
た
人
が

死
亡
し
た
場
合
、
十
八
歳
未
満

の
子
の
い
る
妻
、
ま
た
は
子
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
要
件

○
死
亡
し
た
人
に
保
険
料
の
滞

納
期
間
(
障
害
基
礎
年
金
と

主
な
納
付
要
件
は
同
じ
)
が

な
い
こ
と

寡
婦
年
金

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
で
、
二
十
五
年
以
上
保
険
料

を
納
め
て
い
て
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
前
に
死
亡
し
た

場
合
は
、
残
さ
れ
た
妻
に
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
、
夫
が

受
け
る
は
ず
だ
っ
た
額
の
四
分

の
三
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
で
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を

受
給
す
る
前
に
死
亡
し
た
場
合

に
は
、
左
表
の
額
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

学
生
だ
っ
て
加
入
で
す

平
成
3
年
4
月
か
ら
、
二
十

歳
以
上
の
学
生
の
国
民
年
金
へ

の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。国

民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
の
満
年
齢
ま
で
四
十
年

間
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

病
気
や
事
故
で
障
害
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
障
害

基
礎
年
金
を
、
六
十
五
歳
か
ら

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
も
、
必
ず
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
課

遺族基礎年金の年金額(年額)

基本年 金額

725,300 円

子ども1 人につ き

209,100円加算

3 人目以降1 人当たり

69,700 円加算

死亡一時金の額

保険料納付済期間 金 額

3年以上25年未満 100,000円

25年以上30年未満 126,500円

30年以上35年未満 160,000円

35年以上40年未満 200,000円

老齢年金の年金額の求め方

満 額
保険料を納付した月数十保険料免除の月数×1/3

加入可能年数×12

※100円未満の端数は10の位を四捨五入

国 民 年 金 の 手 続 き

届け出または申請理由 届け書の名称 届出期限等

加

入

者

1 厚生年金等の加入・脱退によ
る国民年金の取得および喪失

国民年金被保険者届書

14日以内2 氏名を変えた時

3 住所を変えた時

4 附加保険料を希望および
止めたい時

そのつど
560 歳を過ぎて任意加入を

したい時

6 国民年金手帳をなくした

時
年金手帳再交付申請書 すみやかに

7 保険料の納付が困難な時
国民年金保険料免除申

請書
そのっと

8 保険料の納付者が死亡し

た時'
死亡一時金申請書 14日以内

受

給

者

1 住所及び支払金融期間を

変えたい時
年金受給権者住所・支
払期間変更届(ハガキ)

(提出先)

松戸社会保
険事務所

2年金証書をなくした時
国民年金証書再交付申

請書( ハガキ)

3 年金額改定通知書をなく
した時

年金改定通知書再発行
申請書( ハガキ)

4 氏名を変えた時
国民年金受給権者氏名
変更届

5 生存証明の「現況届」を
なくした時

国民年金現況届( ハガ

キ)

(提出先)社会保

険業務センター

6 受給者が死亡した時 国民年金未支給年金
(死亡届) 請求書

(提出先)
国民年金課

相談のご案内 3 ・4 月

相談はすべて無料です。お気軽にご利用を

相 談 名 日 時 会 場

商人よろ ず相談

( 経営融資相談改め)
匝]商工課振興係

3/3崗・17聆4/7 伽・2伽

午前10時~午後4 時 市役所

相談

コ ーナー労働相談 ※

鬩商工課労政係

3/1(0・15(月)・4/5(月川明

午後1 時~5 時

消費生活苦情相談

圜消費生馳 ンター啻65-65651
月~ 金曜日

午前9 時~午後4 時

消費生活

センター

女性就業相談

黯商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時~午後4 時

内 職

相談室

※労働相談は柏労働基準監督署(O0471-63-0245 番) でも行つ
ています。

相談名 日 時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第2・第4月曜

日午後1時～5時、毎月第1月曜日午

9時~正午(いずれも予約制)
市

役
所
相
談
コ

1
ナ

|

税務相談 3/12訃4/9 廁午後鴨~5 時

登記相談 3/19R午後謫~4 時1分

行政相談
3/8R ・22側・4/12側・2朗)

午後1 時~3 時

住宅相談 毎週水曜日 午前10時~午後4 時

発明相談 3/1齟・4/1邨 午後1時~3時

交通事故・市

政・一般相談
毎日午前8 時30分~午後5 時ド

市民相談室(金銭問題の相談も行います)

心配ごと相談・人権相談

会 場 日 時

市役所

相談コーナー
第1~ 第4 金曜日

午
前

10

時
S
午

後
3
時

常盤平支所 3/3洳4/阻・こ4/2伽

馬 橋支所 c3/1R う4/5 目
六実支所 c3/2W ・04/6㈲
小金原

市民センター
3/脯 り/愍 一二4/22凶

小金

市民センター
3/2m ・4/13C 火)

新松戸

市民センター
3/300で4/2伽・
②4/28洌

※○印は心 配ごと 相談のみ

※人 権相談 は干 葉地 方法務局 松戸支 局

(≪63 ―6278 番) でも行ってい ます。

人権相談= 援護課庶務係、心配ごと相談=

社会福祉協議会昔68-0503 番

巡回年金相談

会 場 日 時

常盤平支所 3/2C火)・4/2c

午
前

10
時
S
午
後
3
時

小金支所 3/5R ・4/6( 火)

小金原支所 3/9C火)・4/9R

馬橋支所 3/12c・4/13(火)

六実支所 3/16C火)・4/16廁

新松戸支所 3/19c ・4/20( 火〉

矢切支所 3/23C火)・4/23 刪

東部支所 3/26捌・4/27㈲

※上記以外の日は国民年金課へ

黯国民年金課適用係

常盤平晦日さださん

年金でいきいきライフを



点検を重ねて築く火災ゼロ！

3
/
1
～
7

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

消
防
署
で

は
住
宅
防
火
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

春
は

、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
季
節
で
す

。
風
も
強
く
、
火

災
が
発
生
す
る
と
そ
の

規
模
も

大
き
く
な
り

が
ち
で

す
。

火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
全
国
一

斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

昨
年
市
内
で
発
生
し

た
火

災

(
百
七
十
八
件
)
の
う
ち
、
六
四

%
が
火
の
元
の
不
注
意
や
不

始

末
に
よ
っ
て

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の

う
っ
か
り
火
災
を

防
ぐ
た
め
、
火
気
使
用
中
の

注

意
は
も
と
よ

り
、
使
用
後
も
指

を
さ
し
、
声
を
出
し
て
火
の
元

の

安
全
を
確
認
す
る
習
慣
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

火

災
に
対
す
る
予

防
、
初
期
消

火

方
法
な
ど
を
よ
り
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
各
消
防
署

で
は
、
消
防
職
員
が
家
庭
を
訪

問
し
て
火
の
元
の
点
検
(
住
宅

防
火
診
断
)
を
し
た
り
、
防
火

指
導
な
ど
の
串
し
込
み
や
、
防

火
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
そ
の
他
盛
り
だ
く

さ
ん
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で

、
気
軽
に
お
近
く
の
消

防
署
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

消
防
局

救

急
防

災
課

昔
6
3

-
1
1
1
1

番

春季火災予防行事予定表

日 時 場 所

3/2( 火)
午後1時30
分～2時30
分

特別養護老人ホーム

緑風園

3/4W

午後2 時~3時
大倉記念病院

3/6 出

午前9時~9時4O分

イト ーヨ ーカ堂

五香店

市政施行50周年記

念 '93消防フェステ

ィバス

日時…2 月28日(日)午前10時~午後

2時(雨天中止 案内62-0119番)

会場…消防訓練センター

内容…消防音楽隊演奏、起震車体
験、ゲームコーナー、バザーほ

か

顏消防局総務課063-1111 番

す
て
き
な
作
品
待
っ
て
ま
す

松
戸
市
民
の
歌
歌
詞
を
募
集

松
戸
市
は
、
今
年
4
月
1
日

で

市

制

施

行
五

十

周

年

を
迎

え

ま

す

。

そ

の

記

念
行

事

の

一
つ

と

し

て

、

市

民
の

皆

さ

ん

が

親
し

ん

で
歌
え
る
「
松
戸
市
民
の
歌
」

の

歌

詞

を

募
集

し
て

い

ま

す

。

作

曲

は

、
合

唱

曲

「

落

葉
松

(
か
ら

ま
つ
)
」
な

ど
で

有

名
な

小

林

秀

雄

氏
で

す

。

「
松
戸
ら
し
さ
」
と
と
も
に

「
水

と
太

陽

と

大
地

と
人

間

愛
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
歌
詞
を

お
寄
せ

く
だ
さ
い

。

対
象
:
南

内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人

形
式
…
オ
リ
ジ
ナ
ル
(

未
発

表
)

作
品
で
あ
れ
ば
、
形

式
・

文
字
数
は
自
由
(
曲
の
長
さ
は

三
~

五
分
を
予
定
)
。
歌
詞
に
は

題
名
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

審
査
員
=
・
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
教
授
音
楽
科
長
・
小
林
秀

雄
氏
、
詩
人
・
峯
陽
氏
ほ
か

賞
…
特
選
一
人
(
副

賞
十
万

円
)
、
入
賞
二
人
(
副
賞
各
五
万

円
)発

表
…
広
報
ま
つ

ど
紙
上
で

※
作
品
は
、
補
作
、
改
訂
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

。
入

選
作
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
ま
す
。

圃
2

月
2
8日
収
必
着
で

、
作
品

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
・
住
所
が
市

外
の
人
は
勤

務
先
名
か
学
校
名

を
記
入
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本

三
八
七
-
五
松
戸
市
役
所
五
十

周
年
準
備
室
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

税
務
署
だ
よ
り

確

定

申

告
は

お
早

め

に

○
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

3
月
1
5
1ま
で

○
個
人
事
業
者
の

消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税

3
月
3
1日
ま
で

振

替

納

税

・

口
座

振

替

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

振
替
納
税
税
金
を
ご
指
定
の

金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)

の

預
金
口
座
か
ら
、
自
動
的

に

振
り
替
え
て
納
税
す
る
方

法
で
す

。
振
替
日
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

▽
手
続
き
税
務
署
に

備
え
付
け

の
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し

、
通
帳

印
を
押
し

、
取
引
先
の
金
融

機
関
ま
た
は
税
務
署
ヘ

ロ
座
振
込
還
付
申
告
の
場
合
、

預
金
口
座
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
自
分
の
預
金
口
座
へ
振
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
(
郵

便
局
を
除
く
)
。

黯
松
戸
税
務
署
。一一
6
3
1
1
1
7

1
番 区 分

法定納期限

(自主納者の

納付期限))

振替納税を利用する場合

申込期限
通帳への

入金期限
振 替 日

申告所得税 3/15( 月) 3/15(l月) 4/120月) 4/15 附

消費税
個人事業者

3/31 伽 3/31 伽 4/23c 4/28 圉

フ

ラ
イ
テ

ィ

ー
ダ

ン
ス

サ

ー

ク

ル
(

社
交

ダ

ン
ス
)

金
曜
日
午
後
7
時
~
9

時

会
場

二
十
世
紀

が
丘
市
民
セ
ン

タ
1

費
用
月
三
千
円

入

会

金
千
円
、
最
初
の
1
ヵ

月
は
無

料
)

黯
阿
部
登
6
2
-
2
4
9
6
番

(
午
後
7
時
~
9

時
)

健

康
づ

く
り

グ

ル
ー
プ

「
円
(

ま

ど
か
)
」

木
曜
日
午
後
2

時
3
0分
~
4

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
年
間
三
千
円

対
象

六
十
歳
未
満
の
女
性

吉
野
登
8
7
1
4
4
8
8
番

新

松
戸

吟

道
会

①
第
一
・
第
二
土
曜
日
=

午
前

1
0時
~
正
午

②
第
三
・
第
四
土

曜
日
=

午
後
3
時
~
5

時

会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
二
千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
佐
藤
容
4
4
-
5
9
1
4番

松
戸
演
劇
鑑
賞
会

内
容
市
民
会
館
で
年
六
回
観

劇
会

費
用
月
千
六
百
円
(
入

会
金
二
千
円
)

鑑
賞
会
事
務
所
登
6
9
1
5
3

5
9
番
(
午
後
2
時
以
降
)

木
彫
杉
の
会

第
一
・
第
三
金
曜
日
の
午
後

1
時
~
4
時

会
場
市
民
会
館

費
用
月
二
千
七
百
円
(
入
会
金

二
千
円
)

深
井
容
6
1
-
2
7
8
5番

文
化

講
座

着
付

け

サ
ー

ク
ル

第
一
・
第
三
木
曜
日
午
前
1
0

時
~
正
午

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
費
用
月
三
千
円

(
入
会
金
な
し
)

蠢
大
貫

登
8
6
-
6
6
1
1
番

と
き

わ
平

少
年

少
女

合
唱

団

ジ
ュ
ニ
ア
(

小
学
生
)

は
土

曜
日

午
後
3
時
~
6

時

、
シ
ニ

ア
(

女
子
中
学
生
)
は
日
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午
(
月
二
旦

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

月
三
千
円

入

会
金
な
し
)

脛一
加
藤
容
8
4
-
6
0
7
9
番

馬
橋
フ
ラ
ウ
ェ
ン
コ
ー
ル

(
合

唱
)

火

曜
日

午

前
1
0
時
~
正

午

会
場
青
少
年
会
館

費
用
月
二

千
円
(

入
会
金
千
円
)

黯
五
味
容
4
3
-
9
3
5
5
番

松
柏

吟

道
会
松

戸
支

部

(
詩

吟
)

水
曜
・
木
曜
日
午
後
6

時
3
0

分
~
8

時
3
0分
。
第
二
・
第
四

日

曜
日
午
後
1

時
～
3

時

会
場
稔
台
駅
前
ビ
ル

費
用
月

二
千
円
(
入
会
金
千
円
)
日
曜

コ
ー
ス
は
千
円

慇一
稲
本
登
6
7
-
2
6
6
1番

小
金
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク
ル

第
二
・
第
四
火
曜
日
、
午
後

7
時
~
9
時

会
場
小
金
市
民

セ
ン
タ
ー

費
用
月
千
五
百
円

(
入
会
金
千
五
百
円
)

黯
円
山
容
4
1
-
4
4
1
4番

松
戸
市
民
合
唱
団

木
曜
日
午
後
6
時
3
0分
~
9

時

会
場
市
民
会
館

費
用
月

二
千
五
百
円
(
入
会
金
千
円
)

黯
井
出
昔
4
2
-
9
4
1
0番

松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

水
曜
日

午
後
6
時
~
9
時

会
場
市
民
会
館

費
用
月
千
五

百
円
(
入
会
金
五
百
円
)

頽
佐
藤
容
4
2
-
6
6
6
7番

サ
ー
ク
ル

床
下
薬
剤
を
散
布
し
ま
す

3
1伽

3
0㈲

2
9回

2
6廁

2
5困

(
2
4

伽
2
3㈲

2
2側

1
9廊

椙
困

1
7伽

1
6㈲

朽
回

1
2應

1
1困

1
0伽

9
㈲

8
側

5
廁

4
附

3
伽

2
㈲

3
/
1
回

期

日

五
香
南
町
・
や
な
ぎ

五
香
元
町
・
松
飛
台
北

五
香
本
町
・
五
香
駅
前

五
香
東
町

高
柳

六
実
元
町
・
本
町
仲
町
・
双
葉
町
・
南
町
・
六
高
台
二
丁
目

六
実
緑
町

六
実
北
町
・
東
町
・
第
五
・
平
和
台
・
六
高
台
団
地
自
治
会

大
谷
口
・
大
谷
口
北
・
大
谷
口
南

大
金
里

丁

目
・
三
丁
目
・
四
丁
目

立

丁
目
・
(大
金
平
一
丁
目

ハ
ケ
崎
福
寿
台

中
金
杉
・
殿
平
賀
南

幸
田
・
東
平
賀
北
・
(
幸
田
富
多
葉
)

平
賀
・
殿
平
賀

ニ
ツ
木
第

∇

第
二
・
(
あ
じ
さ
い
)

小
金
上
総
町
・
小
金
清
志
叨

栗
ケ
沢
・
小
松
園
自
治
会

小
金
上
町
・
中
町
下
町
・
(
小
金
宮
元
町
小
金
八
坂
町
小
金
本
町
)

久
保
平
賀
・
き
よ
し
ヶ
丘
・
(
き
よ
し
ヶ
丘
教
職
員
住
宅
)

東
平
賀
・
東
平
賀
城
町
・
根
木
内
城
山

小
金
原
七
丁
目
東
・
西

八

小
金
原
六
丁
目
)

小
金
原
八
丁
目
・
九
丁
目

小
金
原
=
丁

目
・
五
丁
目

散

布

町

会

自

治

会

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
全
日
程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

4
/
1
團
オ
ー
プ
ン

手
賀
沼
の
南
側
、
自
然
の

残

る
緑
豊
か
な
「
手
賀
の
丘
公
園
」

に

隣
接
し
て
、
県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
が
で
き
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の
団
体
活
動
や
、

子
供
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
卜
、

力
1

卅
気
力
夕
卜
な
ど
の
活
動

に

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

施
設
・
設
備
多
目
的
ホ
ー
ル
・

体
育
館
・
宿
泊
施
設
(
二
十
五

室
・
三
百
人
)
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
・
食
堂
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

利
用
開
始
4
月
1
日
か
ら

費

用
宿
泊
・
施
設
利
用
は
無
料
。

食
事
代
、
シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
代
は
千
九
百
円
程
度

交
通

柏
駅
東
口
発
手
賀
行
き
ま
た
は

布
瀬
行
き
バ
ス
で
、
手
賀
農
協

前
下
車
、
徒
歩
六
分
。

憇
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
容
0
4
7
1
-
9
1
1
1
9
n
乙

3
番

床
下
薬
剤
散
布
を
6
月
2
8日

ま
で
の
予
定
で

行
い
ま
す

百

程
は
順
次
広
報
ま
つ
ど
に
掲
載

し
ま
す
)
。

当
日
は

、
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り

、
床
下
や
畳
に
発
生
し

や
す
い
ノ
ミ

ー
ダ
ニ
な
ど
の
発

生
を
防
ぐ
薬
剤
を
、
床
下
の
通

風
口
か
ら
散
布
し
ま
す
。

作
業
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
通
風
口
の
周
り
に
物
を
置

か
な
い
よ
う
お
m

い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(2 月1日現在)

○人口462,160 人(+7)

男235.197 人(-46)

女226,963 人(+53)

O世帯169,096(+16)

囗
は
前
月
比

気

功
初

心
者
講

習
会

3
月
4
日
～
2
5日
の

各
木
曜

日
(
全
四
回
)
、
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
勤
労
会
館

定
員
二

十
五
人

費
用
三
千
八
百
円

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
松
戸
市

牧
の
原
団
地
一
I

九
-
八
〇
六

常
盤
平
気
功
会
・
鈴
木
弘
子
(
四

8
4
-
4
5
5
9
番
・
午
後
2
時

~
4
時
)
ヘ

カ
ラ

テ

ビ
ク

ス
教

室
(

シ
ェ

イ
プ

ア

ッ
プ
&

護
身

術
)

3
月
5

日
~
2
6日
の
毎
週
金

曜
日

、
午
後
7

時
~
8

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館

対
象
高
校

生
生
三
十
歳
ま
で
の
人
定
員

先
着
二
十
五
人

費
用
無
料

圉

電
話
で
、
青
少
年
会
館

｀
4
4

-
8
5
5
6

番
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講

習
会2

月
2
7日
出
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
'
費
用
無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女
(
三

十
歳
未
満
の
青
少
年
優
先
)

定
員
先
着
二
十
人

持
ち
物
運

動
着
、
上
履
き

匣
電
話
で
、
青
少
年
会
館
本
館

・
芯
一
-
8
5
5
6
番
へ

音
楽
の
広
場

2
月
2
3日
脚
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座3

月
7
日
㈲
午
前
9
時
3
0分

~
正
午

会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
二
千
円

内
容

卒
業
・
入
学
祝
い
に
合
わ
せ
た

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

蠢
フ
ロ
ー
ラ
ル

ー
ア
ー
ト
花
の

友
の
会
・
阿
部
・
1
4
7
-
8
9
3

9
番

こ

ど
も
育

成
指

導

者
養

成
講

座
会
場
婦
人
会
館

定
員
先
着

五
十
人

費
用
無
料

圉
電
話
で
こ
ど
も
課
管
理
係
へ

文
化
ホ
ー
ル
講
演
会
「
東
葛

地
方
の
子
ど
も
の
あ
そ
び
」

3
月
6
日
出
午
前
1
0時
3
0分

~
正
午

会
場
文
化
ホ
ー
ル

定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

惠
電
話
で
、
文
化
ホ
ー
ル
四
6
7

-
7
(
X
)
1
0
番
へ

子
供
の
心
臓
病
講
座

2
月
2
7日
出
午
後
2
時
3
0分

~
4
時

会
揚
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー

講
師
市
立
病
院
小
児

科
医
師
・
松
本
康
俊
氏

茴
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
親
の

会
・
前
田
四
8
6
1
5
3
1
8番

(
午
後
7
時
以
降
)

簿

記

教

室

会
場
松
戸
商
工
会
館

持
ち

物
筆
記
用
具
、
そ
ろ
ば
ん
ま
た

は
電
卓

製
本
講
習
会
(
図
書
館
市
民

講
座
)

2
月
2
6日
窗
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0
分
会
場
婦
人
会
館

内
容
和
と
じ
製
本

定
員
四
十

人

費
用
材
料
費
七
百
円

圜
市
立
図
書
館
四
6
5
-
5
1
1

5
番

圉
参
加
費
を
持
参
し
て
、
直
接

松
戸
商
工
会
議
所
(
・
1
6
4
-
3

1
1
1
番
)
へ

募
集
し
ま
す

松
戸
共
同
高
等
職
業
訓
練
生

を
募
集

科
目
建
築
科
・
左
官
科

期

間
二
年

費
用
月
二
千
円
(
組

合
員
以
外
は
負
担
金
あ
り
)

資
格
高
校
卒
業
ま
た
は
経
験
二

年
以
上

惠
2
月
2
2日
㈲
~
3
月
5
日
窗

の
午
前
1
0時
~
午
後
2
時
に
松

戸
共
同
職
業
訓
練
校
(
四
4
4
-

4
8
2
3
番
)
へ

水
道
検
針
員
(
補
欠
者
)
募
集

対
象
五
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

女
性
で
、
健
康
で
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
の
あ
る
人

定
員
若
干
名

内
容
小
金
・
常
盤
平
地
区
の
市

営
水
道
を
使
用
し
て
い

る
家
庭

の
水
道
メ

ー
タ
ー
を
読
み
取
る

業
務
な
ど

応
募
期
限
2
月
2
7

日
出

悪
一
松
戸
市
上
下

水
道
管
工
事
業

協
同
組
合
・一一
6
6
-
2
8
9
8
番

松
戸
競

輪

場
早

朝
前

売
臨

時

従
業
員

を
募

集

対
象
十
八
~
五
十
五
歳
(

昭

和
1
3年
2
月
1
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
)
、
十
人
程
度

勤
務
時

間
午
前
6
時
3
0分
~

午
後
2

時

3
0分

日
給
八
千
百
十
円

匣
2

月
2
6日

窗
・
2
7日
出
午
前

1
0時
~

午
後
3
時
ま
で
の

間
に

、

松
戸
競
輪
場
新
フ
ァ
ン
休
憩
所

で
受
け
付
け

黯
松
戸
競
輪
場

四
6
2
-
2
1
8

1
番
、
ま
た
は
商
工
課

事
業
係

母
子
家

庭
指

導
講

座

3
月
7

日
面
午
前
1
0時
3
0分

~
午
後
2
時
(
軽
食
あ
り
)

会

場
婦
人
会
館

内
容
く
ら
し
の

中
で
運
動
を
I
健
康
で

美
し

く

す
ご
す
た
め
に
I

講
師
埼
玉

県
白
岡
町
社
会
教
育
主
事
・
小

林
公
子
氏

定
員
先
着
五
十
人

(
保
育
な
し
)

匣
電
話
で
、
援
護
課
庶
務
係
へ

講
座
・
講
演

婦
人
会
館
の
催
し
物

行 事 名 日 時 内 容 対 象

新しい自分との出会い

~サークル活動でもつと
楽しく生き生きと

3/4 困

午後1 時~3 時30分
「活気あるサークルのために

生きがい活動・まちづくり」文部省生涯学習局社会教育官・福留 強氏

サークル活動を

したい人、して
いる人

50人
3/11困

午後1 時~3 時30分
「 わがまち再発見/- まつどの昔、いま」

講話 横山定敏氏
情報交換

婦人会館・映画のつどい
3/5R

午前10時~正午

人間の平等とは何か、本当のやさしさとは何
か、考えます
「コスモスの道しるべ」「 すてき坂」

どなたでも
50人

会場 … 婦 人会 館 費 用… 無 料 陲]電 話 で婦 人会 館S68-5770 番へ

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
講
習
会

3
月
1
5日
囲
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
揚
松
戸
市
社

会
福
祉
協
議
会

講
師
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
会
長
・
岡
田

正
平
氏

し
あ
わ
せ
課
給
付
係
へ

飼
い
犬
の
し
つ
け
教
室

3
月
8
日
側
午
後
1
時
~
3

時

会
揚
松
戸
保
健
所

費
用

無
料

定
員
先
着
二
十
人

惠
雹
話
で
松
戸
保
健
所
食
品
衛

生
課
・
1
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

初級( 日 商簿 記検 定3 級程 度)

期 日 時 間 費用 定員

昼コース
3/19R

~6/1(:火)
の間の火曜日と
金曜日(全20回)

※ただし3/30
㈲は休講です

午前9 時

30分~
11時30分

参加贊

10,000円
(非会員

20,00(〕円)

※テキスト代

を含む

各
30人

夜コース
午後6 時

8 時

中級( 日商簿記検定2 級程度)
期 日 時 間 費 用 定員

夜コ ース

3/19R~

6/1R

の間の火曜日と

金曜日(全20回)

※ただし3/30

(火)は休講です

午後6 時
S

8 時

参加費

15,000 円

(非会員

25,000円)

※テキスト 代

を含む

30人

催
し

物

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
'
9
3

2
月
2
7日
出

午
後
6
時
3
0分

開
演

会
場
市

民
劇
場

費
用

一
般
五
百
円

、
中
学
生
以
下
三

百
円

演
奏
ス
イ
ン

グ
セ
ピ
ア
、

サ
ウ
ン

ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

匣

電
話
で
松
戸
市
音
楽
協
会
・

高
橋
・一一
6
8
1
2
7
1
4
番
へ

※
当
日
券
も
あ
り
ま
す

松
戸

市
書

道
展

覧
会

2
月
2
3日
㈹
~
3

月
7
日
㈲
、

午
前
1
0時
~
午
後
6
時

〔
3
月

1
日
㈲
を
除
く
。
最
終
日
は
午

後
4

時
ま
で
〕

会
場
文
化
ホ

ー
ル
費
用
無
料
内
容
漢
字

・
か
な
・
近
代
詩
文
・
て
ん
刻

・
刻
字
そ
の
他

固

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

ち

び

っ
こ
探

険
学

校

ヨ
ロ

ン

島
3
月
2
6日
窗
~
4

‘月
2
日
窗

(
七
泊
八
日
)

場
所
鹿
児
島
県

与
論
島

費
用
十
万

一
千
円

対
象
小

学
生
(
三
年
生
以
上
)
三

百
六
十
人

内
容
い
か

だ
づ
く

り
な
ど

惠
3

月
1
0日
困
ま
で
に
、
電
話

で

国
際
青
少
年
研

修
協
会
・
1
0
3

-
3
3
5
9
-
8
4
2
1

番
へ

いいと

こ見つけ

た
梅の花の香る丘

戸定が丘歴史公園の芝生広場

松戸駅東口下車徒歩10分

戸定が丘歴史公園は、最後の水

戸藩主であった徳川昭武が、松戸

を生活の場とするために明治17年

に建てた戸定邸と、県の名勝に指

定されている庭園、松戸徳川家の

史料を集めた戸定歴史館を中心に

造られた公園ですが、ほかにも隠

れた魅力があります。

芝生広場を取り囲む散策道の周

りには、多くの樹木が生い茂り、

訪れた人の目を引きます。中でも

白や紅色の花をつけた梅の木が、

ほんのりと梅香を漂わせ早春を告

げています。

陽気も暖かくなり、足取りも軽

くなったところで、春の訪れを確

かめに足を運んでみませんか。

梅の花も今が見ごろです

戸
定
が
丘
歴
史
公
園
に
来
る
の
は
二

回
目
で
す
。
今
日
は
天
気
が
良
い
の
で

お
弁
当
を
持
っ
て
花
見
に
来
ま
し
た
。

梅
の
花
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
子
供

も
大
喜
び
で
す
。

金ヶ作 白井 隆一郎さん

深 雪さん

裕里子ちゃん

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

期 日 時間 内 容

3/11 月)

j

ド

ジグソーパズル

8(月) 手作り 絵本

9(火) 子供の接し方

15(月) 劇あそび

16(火) 紙版画

17GM レクリエーション



ご参加ください 情報

水鳥たちにも春 はも う間近

固

定

資
産
課

税
台

帳
の

縦

覧

を

行
い
ま

す

平
成
5

年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
3
月
1
日
囲
～
2
2日
側
王
・

日

曜
日
を
除
く
〕

時
間
午
前

8
時
3
0分
~

午
後
5
時

場
所

資
産
税
課
税
課

※
地
目
の
変
換
・
分
合
筆
、
家

屋
の
新
・
増
築
な
ど
新
た
に

課
税
さ
れ
る
物
件
に
つ
い
て
、

評
価
額
な
ど
に
不
服

が
あ
る

場
合
は
、
4
月
1
日
困

ま
で

に
、
松
戸
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し

出
が
で

き
ま
す
。

蠢
資
産
税
課
税
課
課
税
係

特

別

土
地

保
有

税
(
取
得
分
)

の
申

告
納

付

2
月
は
、
特
別
土
地
保
有
税

(
取
得
分
)
の
申
告
納
付
月
で
す
。

対
象
者
は
、
3

月
1
日
囲
ま
で

に

、申
告
納
付
し
て
く
だ
さ
い

。

対
象
平
成
4

年
1
月
1
日
か

ら
1
2月
3
1日
の

間
に
、
市
内
の

土
地
を
合
計
で
千
平
方
㍍
以
上

取

得
し
た
個
人
お
よ

び
法
人

税
額
土
地
取
得
価
額
に
三
%

を
乗
じ
た
額
か
ら

、
不
動
産
取

得
税
相
当
額
を
控
除
し
た
額

税
制
課
諸
税
係

2
月
2
8
日

晋
、
市

税
の

収

納

を
取

り

扱

い
ま
す

市
税
の
納
付
を
忘
れ
て
い

る

人
は
、
2

月
2
8日
収
も
市
役
所

収
納
課
と
各
支
所
で
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
納
入
し
て

く
だ

さ
い
。

収
納

課
管
理
係

松
戸

市

重
度
身

体

障
害

者
住

宅

増

改
築

資
金

貸
付

制
度

の

ご
利

用

を

対
象
三
級
以
上
の
身
体
障
害

者
、
ま

た
は
生
計
を
同
じ
く
す

る
扶
養
義
務
者
で

、
前

年
度
の

総
所
得
が
三
百
五
十
万
円
以
下

の
人

限
度
額
二
百
五
十
万
円

増
改
築
部

分
の
面
積
二
十
平
方

㍍
以
下
年
利
三
%
、
六
ヵ
月

据
え
置
き
十
年
以

内
に
償
還

崑
援
護
課
庶
務
係

3
/
1

～
7

は

建

築
物

防
災

週
間

期
間
中
、
病
院
・
デ
パ
ー
ト
・

ホ
テ
ル
な
ど
の
特
殊
建
築
物
を

対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物

の
窓

ガ
ラ
ス
・
外
壁
な
ど
の
落

下
物
調
査
を
行
い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

ご
利
用

く
だ

さ

い
松
戸
パ

ー

ト

バ
ン

ク

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
・
求

職
を
あ
っ
せ
ん
す
る
「
松
戸
パ

ー
ト

バ
ン

ク
」
は
、
国
の
機
関

で

、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
、

幅

広
い
就
職
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

昨
年
度
実
績
は
、
求
人
千
六

百
三
件
、
求
職
千
六
百
八
十
五

件
で
、
五
百
三
十
五
件
(
三
一

%
)
成
立
し
ま
し
た
。

場
所
松
戸
駅
西
口
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン
グ
九
階

圜
松
戸
パ
ー
ト
バ
ン

ク
四
6
7
-

8
8
0
0

番
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
(
求
人
情
報
)
{一一
6
3
-
8
1

0
1

番

仕
事

を
探

し
て

い
る
人

の
た

め

の
東
葛

地
域

合
同

面
接

会

2
月
2
6日
窗
午
前
1
0時
～
午

後
4
時
会
場
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル

ハ

階

参
加
企
業
東
葛
地
域
三

十
四

社

顏
松
戸

商
工
会
議
所
四
6
4
-
3

1
1
1

番

母
子
家

庭

児
童

に
入

学

・
就

職

祝
い
金

を

お
渡
し

し
ま

す

こ

の
4
月
に
小
・
中
学
校
と

高
等
学
校
(

各
種
学
校
な
ど
を

含
む
)

に
入

学
す
る
児
童
、
ま

た
は
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
就

職
す

る
児
童
が
い
る
母
子
家
庭

に
、
祝
い
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
平
成
5

年
3
月
1

日
現

在
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
引
き

続
き
居
住
見
込
み
の
母
子
家
庭

支
給
額
児
童
一
人
に

つ
き
、
入

学
祝
い
金
=
八
千
円
、
就
職
祝

い
金
=

七
千
円

惠
3

月
4
囗
困
ま
で
に

、
住
民

票
(
家
族
全
員
)・
印
鑑
・
振
込
口

座
(
扶
養
者
名
儀
の
も
の
)
の
分

か
る
も
の
を
持
っ
て

、
福
祉
事

務
所
へ

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

2
月
・
3
月
は
、
市
役
所
の
駐
車
場
が
特
に
混
雑

し
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の

際
に
は
電
車
・
バ
ス

な
ど

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
テ
ニ
ス
大
会
(
シ
ン
グ

ル
ス
)

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
市
内
在
住
の
人

費
用
一

人
千
五
百
円

惠
3

月
2
日
㈹
必
着
で

、
所
定

の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
松
戸
市
小

金
原
一
上

〒

一
松
戸
市
テ
ニ

ス
協
会
・
平
木
皓
弍
(
・
1
4
8
-

6
7
8
4

番
)
へ

※
大
会
要
綱
・
申
込
用
紙
の
請

求
は
、
返
信
用
封
筒
(

六
十

二
円
切
手
張
付
)
を
同
封
し

て

く
だ
さ
い
。

バ

ウ
ン

ド
テ
ニ

ス
教

室

2
月
2
8日
㈲
・
3

月
7
日
面

の
、
午
前
9

時
~
正
午

会
場

常
盤
平
体
育
館

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
横
山
四
8
6

-
8
3
3
3

番

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ
ス

教

室
(
硬

式
)

4
月
~
1
1
月
の
毎
週
日
・
月
・

金

曜
日

の

う

ち

週

一

回

、
午

後

7

時
~
9

時

会

場

金
ヶ

作

公

園

庭

球
場

対

象

市
内

在

住

の

人

・

在
勤

の

人

費
用

一
万

八

千
円

圃
3

月
1
0
日
困

必

着
で

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号
・

希

望

曜
日
(

第

三

希
望

ま
で
)

を

記
入

し

、
〒
2
7
0松
戸

市
小

金

原

一

上

〒

一
松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
平

木

皓
弍
(

四

4
8
-
6
7
8
4

番
)

へ

こ

ど

も

マ

ラ

ソ

ン

大

会

2

月
2
1
日

㈲

午

前
9

時
3
0
分

ス

タ

ー
ト
(

雨
天

中
止
)

会

場
古
ヶ
崎
河
川
敷
H
グ
ラ
ウ
ン

ド

種
目

小

学

校

低

学
年

、

小

学

校

高

学
年

、

中

学

生
、
一
般

、

親
子
の
部

費
用
無
料

圃
当
日
午
前
8

時
3
0分
か
ら
現

地
で

圜

青
少
年
相
談
員
・
伊
藤

四
6
3

-
6
1
9
5

番
(
松
屋
内
)

野

球
場
利

用

チ

ー
ム

は
登
録

申

請
を

運
動
公
園
野
球
場
・
江
戸
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
・
日
曜
日
と

祝
日
、
ナ
イ
タ
ー
(

運
動
公
園

の
み
)

の
貸
し
出
し
は
、
登
録

チ
ー
ム
に
よ

る
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
登
録
が

必
要
で

す
。

匣
月
~

金
曜
日
の
午
前
9
時
~

午
後
5

時
(
第
四
月
曜
日
・
祝

日
は
除
く
)
に
、
直
接
運
動
公
園

内
ス

ポ
ー
ツ
課
(

一`
6
3
-
9
2

4
1

番
)
へ

保
健
衛
生

愛
の
献
血

残

健
康
管
理
課
業

務
係

ツ
ベ
ル

ク
リ

ン
反

応
検
査

・

B
C
G

予
防

接
種

対

象
生
後
E
力
月
以
上
四
歳

未
満
で
B
C
G

を
一
度
も
受
け

て
い
な
い
人

。
特
に
、
3
月
9

日
ま
で
に
四

歳
に
な
る
人
は

、

今
回
が
最
後
で
す
の
で

、
忘
れ

ず
に
申
し

込
み
を
し
て

く
だ
さ

い

。。

※
以

前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ

れ
を
使
っ
て
受

け
て
く
だ
さ
い

。

接
種
日
時
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
=

3
月
8
日

興
、
B
C
G
=
3

月

1
0日
團
、
各
午
後
1
時
1
5分
~

2
時
3
0分

会
場
衛
生
会
館

申
込
期
限
2
月
2
6日
窗

(
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

黯
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

急
性

灰

白
餡
炎
(
ポ
リ

オ
)
予

防
接

種

左
の
日

程
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
生
後
三
ヵ
月
以

上
四
歳
未
満
の
人
で

、
二
回
飲

み
終
え
て
い
な
い
人
は
申
し

込

ん
で

く
だ
さ
い

。

※
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、

そ
れ
を
使
っ
て
受
け
て

く
だ

さ
い

。

麗
一
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

種 目 期 日

予

選

一 般 男 子 3/28 、4/4 ・11

各

日

曜

日

一 般 女 子

4/11 、5/9本

戦

壮年男子35・45・
50・55・60歳以上

壮年女子40・45・
50歳以上

一 般 男 女 5/16(予備日6/27)

期 日 会 場 時 間

2/20C土)

ダイエー

新松戸店
前

午前10時

~午後4 時

27(土)
伊勢丹
松戸店前

日 程 表

会 場 名 期 日 時間

衛 生 会 館 3/170水)

午
後
1時

15

分
S
2時

30
分

(仮称)中央保健センター 5/26C水)

五 香 市 民 セ ン タ ー 3/9C 火) 5/1(X月)
松飛台市民センタ ー 3/9C 火) 5/171月)
小金北市民センタ ー 3/2C 火) 5/7 瀏

東 部 市 民 セ ン タ ー 3/1OC水) 5/13W

馬橋東 市民 センタ ー 3/2C 火) 5/7 捌

健 康 増 進 セ ン タ ー 3/1a 水) 5/12圉
常盤平市民センタ ー 3/5R 5/10(月)
明 市 民 セ ン タ ー 改修工事 5/11C火)

古ヶ 崎市民センタ ー 3/8(1月) 5/14R

稔 台 市 民 セ ン タ ー 3/300 5/11C火)
小金原市民センタ ー 3/1a 月) 5/18(火)
新松戸市民センタ ー 3/3C 水) 5/14R

小 金 市 民 セ ン タ ー 3/2( 火) 5/20内

常盤平市民センタ ー 3/16f火) 5/21R

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 3/12R 5/19C水)
六実市民センター別館 3/12R 5/19冰)
二十世紀が丘市民センター 3/150月) 5/20(木)

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

【
家

具
】
◆
長
い
す
二
点
四
千

円
◆
事
務
机
無
料
◆
学
習
机

・
い
す
二
千
円
◆

ダ
ブ
ル

ペ

ッ
ド
一
万
円
◆
米
び
つ
付
き

レ
ン

ジ
台
三
千
円
◆
テ
レ

ビ

台
(
二
十
?
用
)
二
千
円

「
電
気
製
品
」◆
小
型
冷
蔵
庫

千
円
◆
冷
蔵
庫
1
7
0
l
千
円
◆

二
槽
式
洗
濯
機
千
円
◆
フ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
三
千
円
◆

電
気
ス
ト
ー
ブ
四
千
円
◆
電

子
レ
ン
ジ
三
千
円

【
子
供
用
品
】◆
幼
児
用
食
堂

い
す
五
百
円
◆
自
転
車
補
助

い
す
(
前
)
五
百
円
◆

お
ま
る

（
未
使
用
)
五
百
円
◆
歩
行
器

無
料
◆

ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
無

料
◆
し
ょ
い
子

無
料
◆
す

べ

り

台

無
料

【
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・
楽

器

】
◆

ス

ケ

ー
ト

ボ
ー

ド

無
料

◆

女

性

用
ス

キ
ー

ウ

ェ
ア
(
1
5
5
~

1
6
0
㌢
)
一
万
円
◆
エ
レ
ク
ト

ー

ン

無
料

◆

三

味

線
(

要

修

理
)

無
料

【
日
用
雑
貨
】
◆
ケ
ー
ス
入
り

日

本
人

形

十
三

点

各

無

料

◆

観

世
流

謡

本

約
百

冊

無

料

◆

網

戸
三

枚

無
料

◆

タ

イ

ヤ
チ

ェ

ー
ン
1
7
5
-
6
5
R
1
4
一
万

円

◆

キ

ジ
の

は
く

製

無

料

◆
石

油
ス
ト
ー
ブ
三
千
円
◆
ポ
ッ

ト
1
l
五
百
円
◆
圧
力
な
べ

二

千

円

◆
L
P

ガ
ス
ス

ト

ー

ブ

無
料

◆

ケ

ー
ス

入

り
ひ

な

人

形

五

千
円

圃
2

月
2
5
日

閑

〔
当
日

消

印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(

品
物
一
点
に
つ

き
一
人
一
枚
)
・
価
格
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
(
昼

間
の
連
絡
先
)

を
記
入
し
、

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課

消
費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し

、
当
選
者
に

電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
で
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

2
月
2
2囗
囲
ま
で
に
、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

次
回
は
3

月
2
0日
号
に
掲
載

し
ま
す
。
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
は
扱
い
ま
せ

ん
。
価

格
は
一
万
円
ま
で
で

す
。

黷
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………Q68-3756 番

市 役 所 ・支所

連 絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

・ ツ 反 ・BCG

申 し 込 み

・ 住 所

・ 保 護 者 氏名

・ 子 供 の 氏名‘

・子共の生年月日

・ 電 話 番号

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレホンサービス……………………O66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時

テレホンサービス……………………‘S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

衛生会館内……………………………S65-3430 番



ファインダーで切り取る景色

牧
野
原
中
学
校
三
年

朝
鳥
美
沙
子
さ
ん

あ
ま
り
自
信
は
な
か
っ
だ

の
に
、
金
賞
と
聞
い
て
、
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
写
真
は
撮
り

続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

道
の
あ
る
風
景
写
真
で
金
賞
受
賞

金
賞
を
受
賞
し
た
朝
鳥
さ
ん
の
作
品

建設省関東地方建設局などの主催する「道のある風景

写真コンクール」で、牧野原中学校3 年の朝鳥美沙子さ

んが、中学校の部で見事トップの金賞を受賞しました。

このコンノフールは、関東地方を中心として、小・中・高

校生を対象に行われているもので、今年で5 回目。朝鳥

さんは写真部の部長として、初めての応募でした。

高校に行っても写真は続けていくという朝鳥さん。う

れしそうに受賞の喜びを語っていました。

シ メ

灰褐色の体2 本の白い翼帯

太いくちばし 尾羽の先が白

全長18cm

翼開長31cm

見られる場所 林やその周辺

カワラヒワの仲間ですが、もっと大きな冬鳥

です。体に黄色の部分が無いのであまり目立

ちませんが、ピチツ、ピチツと聞こえる鋭い

声を出し、飛ぶときは翼の白斑(はん)が透け

て見え、木の枝にもよく止まるので見つけや

すい鳥です。

落葉樹の林に多く、大きなくちばしで固い

木の実を割って食べ、小群で地上に落ちたカ

エデの実などを探している姿をよく見かけま

す。

3月に入ると群れが大きくなり、やがて繁

殖地の北海道へと戻っていきます。

松戸
の

野鳥

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。 採用の方には記念

品を差し上げます。

雙広報課作って納得、

バランスメニュー

食
生
活
講
座

テキスト を 参考に、料理を作っていきます

馬橋市民センターの料理教室で「食生活講座」が

開かれています。食生活面から健康を考えようとい

うことで、講義のぼかに、実際に料理を作って食べ

る実習もあります。

週1 回、全部で4 回の講座ですが、30人ほどの受

講者の皆さんは、なごやかな雰囲気の中にも、研究

熱心に取り組んでいます。

年三回のこの講座、次回は9 月に開催します。

固健康管理課

上
本
郷

遠

藤

サ

チ

子

さ
ん

新
作

田

中

佳

子

さ
ん

実
際
に
料
理
を
作
り
、
食
べ
て
み
る

こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が

よ
く
分
か
り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
が
り
ま

し
た
し
、
毎
日
の
献
立
に
応
用
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高柳新田のクリーンセンターに

ある室内温水プールを利用して、

スポーツ課主催の「水泳教室」が

開かれました。

週2 回、計10回のレッスンは、

それぞれのレベルに合わせてブル

ーフ別に行われました。

抽選になるほど人気のある教室、

あなたも参加してみませんか。

稔
台

曽

根

俊

子

さ
ん

胡
録
台

中

村

瑠

美

子

さ
ん

毎
回
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

先
生
も
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
し
、
お
友
達
も
増
え
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
い
い
で
す
ね
。

十
回
で
は
足
り
な
い
く
ら
い
、
も
っ

と
練
習
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笑 顔 が あ ふ れ る 教 室 で す

水泳教室でスイスイマスター

泳 げ な い カ ナ ヅ チ

は
イ
ヤ

ま
つ
ど
文

学
散
歩

松

戸

を

歌

っ

た

詩

松
戸
に
か
か
わ
り
の
あ
る
詩
人
や
詩
を

探
し
て
み

る
と

、
居
住
し
た
詩
人
と
し
て

は

、
青
宋
詩
の
会
主
宰
の

平
野
威
鳥
雄
、

江
利
チ
エ

ミ
の
「
さ
の
さ
」
の

作
詞
で

知
ら

れ
る
三
井
良
尚
、
ま
た
、
八
柱
霊
園
に
墓

地
の
あ
る
、
詩
人
の
西
条
八
十
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

■
平
野
威
鳥
雄
『
青
火
事
』

フ
ラ
ン
ス
文
学
者
、
詩
人
平
野
威
鳥
雄

は
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
第
一

詩
集
『
青

火
事
』
を
出
版
し

ま
し
た
。

『
青
火
事
』
の
あ
と

が
き
に
は
、
「
し
ょ

せ
ん

、
詩
な
ん
て

も
の
は
糞
み

た
い
な
も

の
で

、
あ
る
一
定
量
だ
け
は
、
毎
日
適
当

に

排
泄
し
な
い

と
、
心
の
糞
袋
に
異
変
を

き
た
し
て
こ

ま
る
」
と
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
に

、
千
葉
県
詩
人
ク
ラ

ブ
の
秋
葉
啓
氏
が
上
本
郷
の
平
野
威
鳥
雄

邸
青
宋
居
を
訪
ね
た
時
に
、
平
潟
の
詩
を

ね
だ
っ
た
と
こ

ろ
、
書
い
て
く
れ
た
と
い

う
の

が
「
ひ
ら
か
た
の

詩
」
で

す
。

ひ
ら
か
た
の

詩

川
舟
の
ま

ば
ゆ
い

帆
が
/
遠
い

鷄
の
唄
を

受
け
て
/

江
戸
川
は

今
朝
も

ゆ
う
ゆ

う
と

鳴
っ
て
い

る

妓
の
ま
ぶ
た
は

山
東
菜
の
よ
う
に

緑

く
/
客
の
深
い

眠
り
の
中
で
/

じ
っ
と

、

時
刻
が
熟
す
る
の

を
待
っ
て
い

る

朱
の
勾
欄

碧
玉
の

鬼
瓦
/
ひ

ら
か
た
は

ま
だ

明
治
の
匂
い

を
の
こ
し
て

、

黄
色
く
褪
せ
た
日
暦
の
中
で
/

上
機
嫌
に

営
み
つ

づ
け
て
い
る

あ
ゝ
/
そ
ん
な
、
/
さ
び
れ
た
夢
の
片

隅
の
、
又
、
片
隅
で

ぼ
く
は
/
ま
た
、
/

『
あ
ゝ

松
戸
は
古
い
な

』
/
と
、
歓
声

を
あ
げ
て
み

る

■
山
下
与
志
雄
『
青
春
と
戀

』

松
戸
出
身
の
詩
人
で
、
戦
前
に

出
た
唯
一

の

詩
集
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い

る
の

が
山
下
与
志
雄
『
青
春
と
戀
』
(昭
和
六
年

刊
)

で
す
。
与
志
雄
は
、
宮
前
町
の
江
戸

川

べ
り
の
耳

鼻
咽
喉
科
医

院
・
山
下

寅
之

助
の
子
息
で
し
た
。

詩
集
『
青
春
と
戀
』
の

装
丁
は
、
版
画

家
の
恩
地
孝
四
郎
で

、
巻
頭
に
は
小
川
沼

童
(
河
童
の

絵
で
有
名
な
小
川
芋
銭
の
子

息
)
が
描
い

た
与
志
雄
の

顔
の

デ
ッ
サ
ン

が
あ
り
ま
す
。

「
愛
情
」
と
題
さ
れ
た
詩
は
、
ふ
る
さ
と

松
戸
の
町
や
江
戸
川
を
恋
し

く
歌
っ
て

お

り
、
萩
原
朔
太
郎
が
「
前
橋
」
に
、
室
生

犀
星
が
「
金
沢
」
に
窃
せ
た
望
郷
詩
を
思

わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

愛
情
I

故
郷
へ
贈
る
詩
-

流
れ
流
れ
て

大
海
に
/

注
ぐ
江
戸
川
、
そ

の

気
量
/

板
東
太
郎
の
背
を
抱
く

拙
き
わ
れ
の
産
み
の
毋
/
こ
の

詩
人
の
育

て
父

こ
の

詩
人
が
育
つ

ご
と
/
こ
の
町
と
て
も

繁
盛
ま
せ

拙
き

わ
れ

を
産
み
し

ご
と
/

江

戸
川
の

精
、
耳
あ
ら
は
/

名
あ
る
詩
人
生
ま
せ
み

よ
。

こ
の

拙
き
詩
人
は
/
遠
く
異
国
に
は
つ

る

と
も
/
は
つ
る
な
町
よ
、
江
戸
川
よ
。

親
し

き
人

が
居
な
く
と
も
/

町
は

恋
し
き

所
な
り
。

嬉
し
き
夏
が
来
な
く
て
も
/
川
は
可
愛
し

き
所
な
り

。

松
の
若
葉

が
埋
れ
る
/
松
戸
の
町
は
詩
人

の
/

恋
し
き
町
ぞ
、
懐
か
し
き
。

下
総
、
武
州
、
国
境
/
流
れ
も
清
き
江
戸

川
は
/
こ
の
詩
人
の

産
み
の
母

(
市
立
図
書
館
)

小
川
沼
童
の
か
い
た
山
下
与
志

雄
の
デ
ッ
サ
ン
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